京都・三条大橋橋脚の築造と「馬淵石工」　－『馬淵村岩倉石工共有文書』からの考察を中心に by 山野, 祥子










































































































































































疋」で移動した 19）（第 2 図）。その移動距離















年 工事箇所 内容 図
天正 4:1576 安土城 （『信長公記』）①
天正 11:1583 大坂城 職人免許之事 ②
天正 15:1587 聚楽第　据石 据石配置要請 ③
大佛殿（方広寺）手間料 ④
天正 17:1589 三条大橋　石柱 作料不渡訴訟 ⑤
文禄 3:1594 伏見城 石工の要請 ⑥
慶長 10:1605 江戸城 旅行日記ほか ⑦




















































































従事した期間は 1583 年から 1613 年までであ
り、わずか 30 年間と短い。『石工文書』内に
安土城の築城に関する記載はないが、これを








































































































































71-9、1995、357 ～ 369 頁。⑧山野祥子「沖島
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崎市域における石工の活動圏―」、日本の石仏
43、1987、2 ～ 15 頁。②木村　博「近世村落に
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10）穴太石工については、前掲 1）④ 319 ～ 369
頁や、石橋絢彦「穴太築穴太者ノ事」、土木学会












































































31）前掲 1）④ 335 頁。






38）手間賃は、5 日後の 12 月 10 日に摂津の「ミ
かけ（御影）孫兵衛」が仲介となり、奉行から
「あふミ（近江）石屋惣中」に宛てて、半額が支
払われた。棟梁的存在がこの孫兵衛であり、彼
が馬淵石工を始めとする石工方を指揮していた
（『石工文書』6-1「作料半額支払通知書」）。この
ことを窺わせるように、現在残っている石柱の
なかにも、「天正十七年七月吉日　津國御影」と
いう銘刻が見られるものが数点ある。
